
入札監理小委員会の審議結果報告 

地層処分研究開発に関連する核種移行試験等に係る業務 

 

１．事業の概要 

  ○事業概要：地層処分研究開発を行う施設において下記業務を実施する。 

・核種移行研究に関する試験業務 

・核種移行試験に関連する装置等の管理、文書・記録の作成 

・放射性同位元素等及び核燃料物質等の管理に関する業務 

 ○対象施設： 

ア）地層処分基盤研究施設（エントリー）：放射性物質等を取り扱わない一般施設 

イ）地層処分放射化学研究施設（クオリティ）：放射線発生装置、放射性同位元素等

によって汚染されたものの使用、貯蔵、運搬及び廃棄に係る施設 

 ○事業期間：令和２年４月～令和３年３月の１年間 

     （令和元年４月～令和２年３月の１年間に続き、市場化テスト３期目） 

 ○事業目的：核種移行研究に関する試験を実施すること。また、試験実施のために必

要な装置等及び放射性同位元素等の適切な管理をすること。 

○選定の経緯：報道等において競争性の問題が指摘された事業として、公共サービス

改革基本方針（平成 28年６月 28日閣議決定）別表において、新規事業

として選定。 

２．事業の評価を踏まえた対応について 

①プルトニウムを取り扱う業務を市場化テストの範囲から切り離した。 

②各施設で取り扱う物質の特性により施設ごとの業務に難易度に差があることから、

委託業務を施設ごとに分割することを検討するとの指摘を受けたが今回は対応して

いない。 

③市場化テストの対象とする範囲の見直しをするなどの課題について検討をするとの

指摘を受けたが、今回は対応していない。 

３．実施要項案の審議結果について 

①今後、コスト面の比較も含め最適な発注方法について検討することを指摘し、これ

を受けて別添付議文のとおり、JAEA から今後の取り組み方針が示され、小委員会と

しては、今後注視していくこととした。 

  ②情報開示の観点より、当該業務に含まれる金額は全て人件費であることを記載した。 

   （資料３－２ P24） 

４．パブリック・コメントの対応について 

 令和元年 11月 5日（火）～令和元年 11月 19日（火）まで行った結果、実施要項案の修

正を伴う意見はなかった。 
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